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Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

これまでに独自開発してきた多分岐ポリマーを基盤材料とし、省エネ・低環境負荷
を実現する次世代船底塗料の開発に取り組んだ。

実験
Experimental

化学組成・高次構造の異なる多分枝ポリマーを合成し、NMR、GPCなどにより評
価した。次に、得られた種々のポリマーを平板基材にコーティングし、塗布膜の安
定性や抗生物付着性などを、光学顕微鏡やSEMなどを用いて評価した。

結果と考察
Results and Discussion

最適な化学組成・鎖長を有する多分岐ポリマーを合成し、得らえたポリマーを基材
表面にスピンコートした。次に、各ポリマー表面の防汚性能を評価するため、まず、
動物細胞を播種した。その結果、細胞付着はほとんど見られなかった。そこで、タ
テジマフジツボのキプリス幼生（海洋生物）の付着試験を行ったところ、キプリス
幼生は全く付着せず、優れた抗接着性を示すことが確認できた。
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Figures, Tables and

Equations 1

表1. 加熱人工海水中での安定性と野外試験評価の比較
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